


目次

まえがき

1しなやかな生物分子機械･･･････････････1

2筋肉の分子ﾓｰﾀｰ4

2､1筋収縮とｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙ5

2.2力学測定と力発生のﾒｶﾆｽﾞﾑ7

2.3熱ゆらぎを基礎にしたﾊｯｸｽﾚｰ1957年ﾓﾃﾞﾙ9

2.4ｸﾛｽﾌﾞﾘｯｼﾞの構造変化と首振りﾓﾃﾞﾙ11

3生体分子機械のｴﾈﾙｷﾞｰ変換過程‥‥‥‥15

-ｴﾈﾙｷﾞｰ入力･ﾓｰﾀｰの構造変化･運動のｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

3.1分子ﾓｰﾀｰを構成するﾀﾝﾊﾟｸ質分子15

3.2生体のｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵分子ATP19

3.3ﾐｵｼﾝはATPを分解してｴﾈﾙｷﾞｰを得る21

3.4ｱｸﾁﾝはﾐｵｼﾝの反応を活性化する22

3.5ﾐｵｼﾝの化学状態と構造25

3.6ﾀｲﾄｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞかﾙｰｽﾞｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞか11

4ｱｸﾁﾝﾌｨﾗﾒﾝﾄの滑り運動をみる‥‥･29

4.1ｱｸﾁﾝﾌｨﾗﾒﾝﾄをみる29

4.2ｱｸﾁﾝﾌｨﾗﾒﾝﾄの滑り運動をみる31

51分子の動きや化学反応を直接みる･････････34

-1分子ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞの手法

5.11分子の蛍光色素をみる34

5.2ﾓｰﾀｰ1分子の動きをみる39

5.31分子の化学反応をみる40



61分子ﾅﾉ操作･計測と分子ﾓｰﾀｰの力学反応‥.44

6.1ﾅﾉﾒｰﾄﾙの動きを測る44

6.2ﾅﾉﾒｰﾄﾙで分子を操る47

7ﾐｵｼﾝ1分子の化学一力学反応を測る‥‥.50

7.1ﾐｵｼﾝ1分子の基本ｽﾃｯﾌﾟを測る50

7.2化学一力学ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞを直接計測する52

7.3ﾐｵｼﾝのｽﾃｯﾌﾟｻｲｽﾞは
構造変化では説明できない54

7.4ﾐｵｼﾝは高いｴﾈﾙｷﾞｰ効率で働いている57

8ﾐｵｼﾝはﾌﾞﾗｳﾝ運動を巧みに利用していた‥.58

8-1ﾐｵｼﾝ1分子を捕まえ力学計測する58

8.2ﾐｵｼﾝの確率的運動60

8.3分子にｴﾈﾙｷﾞｰを蓄える62

9ﾌ゛ﾗｳﾝ運動と方向性････････････････63

9.1微粒子はたえずﾌﾞﾗｳﾝ運動している63

9.2熱力学の第二法則65

9.3ﾏｸｽｳｪﾙの悪魔^1

9.4ﾌｧｲﾝﾏﾝのﾗﾁｪｯﾄ70

9.5ﾌｧｲﾝﾏﾝのﾗﾁｪｯﾄを利用した
分子ﾓｰﾀｰﾓﾃﾞﾙ71

10分子ﾓｰﾀｰのﾌﾞﾗｳﾝ運動ﾓﾃﾞﾙ‥‥‥‥73

10.1ﾌﾞﾗｳﾝ運動をｼﾐｭﾚｰﾄする11

10.2ﾐｵｼﾝの滑り運動をｼﾐｭﾚｰﾄするn

11ゆらぎと生体機能･80

参考文献85

索引81




	page1
	page2
	page3
	page4

